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NEDOの概要

⚫ 「エネルギー・地球環境問題の解決」や「産業技術力の強化」実現に向けた技術開発の推進を通じて、経済産業行
政の一翼を担う、国立研究開発法人。

⚫ 産学官が有する技術力、研究力を最適に組み合わせ、「リスクが高い革新的な技術開発と実証」を推進し、成果の
社会実装を促進する「イノベーション・アクセラレーター」として、社会課題の解決や市場の創出を目指す。

NEDO本部在地：神奈川県川崎市

（ミューザ川崎セントラルタワー 7、15～21、23階）

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
New Energy and Industrial Technology Development Organization（NEDO）

• 設 立：2003年10月1日（前身の特殊法人は1980年10月1日設立）

• 職 員 数：1,565名（2025年4月1日現在）

• 理 事 長：斎藤 保

• 予算規模：約1,464億円(2025年4月1日時点) ＋ 基金 10兆4,049億円(同)

1. 研究開発マネジメントを通じたイノベーション創出

＜第5期中長期計画に基づく３つの取り組み＞

2. 研究開発型スタートアップの成長支援

3. 技術インテリジェンスの強化・蓄積



NEDOの役割
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イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割
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「次世代空モビリティ」の活用イメージ
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ドローンの利活用に関する制度整備
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• 航空法が改正され、2022年12月よりレベル４(有人地帯での目視外飛行)制度開始。

• これにより、更なる市場拡大の機運が高まっている。
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• 「小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会」において、「UTMの段階的導入」の方針が示される。

出典：第19回 小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会

運航管理システムの段階的導入



9出典：第20回 小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会 - 資料1「ドローンの環境整備に係る取組状況について」 出典：ドローンの多数機同時運航を安全に行うためのガイドラインの策定について

無人航空機の普及拡大に向けた取組
（多数機同時運航）
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• 国交省において、「多数機同時運航の普及拡大に向けたスタディグループ」新設(2024/10)

• 物流ユースケースを中心にドローン事業に従事する民間企業が参画し、官民で議論。

• 「無人航空機の多数機同時運航を安全に行うためのガイドライン」（第一版）公開(2025/3)



10出典：ReAMoプロジェクト 「ドローンの1対多運航の動向に関するウェビナー」講演資料・動画の公開
https://reamo.nedo.go.jp/topics/3040

米国における多数機同時運航の例

• ダラス・フォートワース地域でウォルマートなどが多数機同時運航を実用化（配送無料）。
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https://reamo.nedo.go.jp/topics/3040


空飛ぶクルマとは
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出所： 空の移動革命に向けた官民協議会
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000007.html

• 電動化、自動化といった航空技術や垂直離着陸などの運航形態によって実現される、利用しやすく持続可
能な次世代の空の移動手段（「空飛ぶクルマの運用概念」より）

https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000007.html


空飛ぶクルマの運用概念（AAM ConOps）
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https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000007.html

商業運航 初期導入

• “空飛ぶクルマ”の主要な構成要素や段階的な導入のフェーズについて、関係者に必要な情報を提供するとと
もに認識の共有を図り、協調することを目的に策定。

• 2023年3月 第1版、2024年4月 第1版改訂A 公開。

https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000007.html
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大阪・関西万博における
空飛ぶクルマの各社検討状況
• 第5回大阪・関西万博 空飛ぶクルマ 準備会議（2025/4/3）にて、運航スケジュールが公表された。

出典：大阪・関西万博 空飛ぶクルマ 準備会議（第５回）会議資料
https://www.expo2025.or.jp/report/report-20250403-01/

https://www.expo2025.or.jp/report/report-20250403-01/
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ICAO: International Civil Aviation Organization 国際民間航空機関
ICAO AAM Symposium 2024 Webサイト
https://www.icao.int/Meetings/AAM2024/Pages/default.aspx

ICAO AAM Symposium 2024

• ICAOが主催するAAMに関して初めてのシンポジウム。カナダ・モントリオールにて開催。

• テーマは、「次世代空モビリティのグローバルな調和と相互運用性：挑戦と機会」

• AAM(空飛ぶクルマ・ドローン)分野の産業界、学界、政府、国際機関の主要な関係者約1500名が集ま
り、多彩なテーマについて討議。（本シンポジウムを通じて、Call for Action が公表。）

• NEDOも国交省、経産省と連名でJapanブースを設置。日本の制度整備状況、ReAMo情報を発信。

https://www.icao.int/Meetings/AAM2024/Pages/default.aspx
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標準化機関の関係
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• ICAO Advanced Air Mobility Study Groupで将来像を議論する一方、FAAやEASAが標準化機関
の規格を引用しながら法規制・MoCの策定を先行している。

• 標準化はASTMやEUROCAEといった欧米の標準化機関が中心となって推進。

ICAO： International Civil Aviation 
Organization

FAA: Federal Aviation Administration
EASA：European Aviation Safety Agency
ASTM： American Society for Testing and 

Materials International
EUROCAE: European Organization for Civil 

Aviation Equipment
ISO： International Organization for 

Standardization
JARUS：Joint Authorities for Rulemaking on 

Unmanned Systems
SAE: Society of Automotive Engineers 
RTCA：Radio Technical Commission for 

Aeronautics
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空の産業革命・移動革命に向けたロードマップ
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安全性・信頼性
運航管理

性能評価手法
多数機同時運航
運航管理技術

出所： 空の産業革命に向けたロードマップ2024
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki/pdf/roadmap2024.pdf

空の移動革命に向けたロードマップ2022
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/pdf/airmobility_rm2021.pdf

17

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki/pdf/roadmap2024.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/pdf/airmobility_rm2021.pdf
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ReAMo プロジェクト 概要
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今後の産業拡大を見据え、
(1)試験方法の標準化や産業規格化により、「機体の安全性向上・高性能化」を進め、ドローンの活用の幅を拡大し、空飛

ぶクルマの市場を創造する。
(2)「運航体制の省人化」によって1人の操縦者が複数の機体を操縦できるようにし、ドローン利活用のポテンシャルをさらに

引き出す。
(3)また、空飛ぶクルマが登場することも見据え、ドローンと空飛ぶクルマ、既存航空機が空域を協調し、より安全で効率的な

航行を行うための技術の確立を目指す。



ReAMo プロジェクト 各項目の関係性
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：委託事業
：調査委託事業
：助成事業
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出典：2025年度「次世代空モビリティの社会実装に向けた実現プロジェクト」に係る公募について

https://www.nedo.go.jp/koubo/SR2_100015.html

更なる多数機同時運航の実現に向けて公募を実施

• １対５機までの同時運航に成功したが、事業性・採算性を高めるためには同時運航数の更なる増加が期待
される。

• 現時点では、機体周辺の安全確認手法はカメラによる監視が主流で、他の手法については適合性の証明や
運用方法の確立が今度の課題となっている。

• 上記を踏まえ、事業性・採算性を高める（１対５機以上を想定）同時運航の実現に向けた要素技術の開発
および安全要件の抽出・とりまとめを行う。

(新規公募)ドローン１対多運航の要素技術開発

https://www.nedo.go.jp/koubo/SR2_100015.html


ReAMo プロジェクト ホームページ
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⚫ ReAMoプロジェクトにおける各事業の概要、成果を広く一般に知っていただくことを目的に公開

⚫ 事業を進めていく中で、一般公開できる情報を、積極的に掲載

⚫ 想定するHPの訪問者

- ReAMo関係者

- 空モビリティ事業関係者

- 空モビリティに興味のある一般の方

⚫ 予定している公開情報

- シンポジウムの開催案内、資料、動画

- 欧米等の規制・標準化の動向

- 研究成果等の論文や新聞等への記事掲載状況

- 意見交換会等、各種PJ内活動の開催案内

- 動画等のコンテンツ公開

- 実証実験の実施状況 など
21URL https://reamo.nedo.go.jp/
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事業領域内外のAAM研究開発の
動向・内容を広く知る

既存事業者
国やNEDOがAAMに注力中であること

を知る（新規参入の期待）

一般(潜在)事業者

新たな価値（事業アイディア等）や相乗効果の創出、
研究開発の更なる進展

本シンポジウムを通じて

ReAMoの取り組み内容や成果・実績をお伝えする（可視化、認知）

ご意見、ご質問、ご関心の取り込み
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なにかご不明点ありましたら、遠慮無くお問合せください。
ReAMoチーム< nedo_aam@ml.nedo.go.jp >

URL https://reamo.nedo.go.jp/

mailto:nedo_aam@ml.nedo.go.jp
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